艸-財産権としての植物（1）- by 夏井,高人


































































して「獮猴(15) 」と「黒雉(16) 」はいるが(17) 、「牛(18) 」、「馬(19) 」、「虎(20) 」、




が置かれ(27) 、墓室内壁画に馬が描かれ(28) 、馬の骨が発掘されている(29) とい
う事実と対照すると、頗る奇異なことである(30) 。
邪馬台国で栽培されていた植物としては、「稲(31) 」と「紵麻(32) 」があり、また、
「生菜(33) 」を食べていたとある。山の樹木(34) としては、「 (35) 」、「杼(36) 」、「豫
樟(37) 」、「楺(38) 」、「櫪(39) 」、「投(40) 」、「橿(41) 」、「烏號(42) 」及び「楓香(43) 」
があり(44) 、竹(45) には「篠(46) 」、「簳(47) 」、「桃支(48) 」の 3種があるほか、低
木(49) として「橘(50) 」、「椒(51) 」があるとされ、そして、野草の類(52) として






























































































































































































































































































































































































12回古代東アジア：『斉民要術』を基にした乳製品の復元」New Food Industry 53巻
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期の轡の技術と系譜」考古学研究 56巻 4号 56～76頁、鈴木一有「東海の馬具出土古墳
にみる地域社会」古代武器研究 7号 29～38頁、宮代栄一「馬具―埴輪の馬装と現実の馬
装」季刊考古学 79号 66～69頁（埴輪の馬装に顕著な偏りがあることを指摘している。）、

























えて、推古天皇 26年（西暦 618年）秋 8月、高麗（高句麗）の使者が来訪し、駱駝 1匹
を献上したとある。この年は、煬帝が死亡した年に該当する。推古天皇の諡は豊御食炊
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長者亦不知字名何物 舉門前大道邊 陌上行人有識者 舍東有一車来 乗駕黄牛人著黄
衣從人皆黄 過見小兒便言 穀賊何以坐此 是兒五穀之神 語長者持鍬 斧來 我語君






























Thalmann O, Trifonov VA, Leonard JA, Vorobieva NV, et al. (2013) Ancient DNA
Analysis Affirms the Canid from Altai as a Primitive Dog. PLoS ONE 8(3): e57754
が、オオカミの遺伝子解析に関しては石黒直隆「絶滅した日本のオオカミの遺伝的系
統」日本獣医師会誌 65巻 3号 225～231頁（2012）が、ニワトリの遺伝子解析に関し
てはLaDeana W. Hillier et al., Sequence and comparative analysis of the chicken














































る説がある。山本郁夫「大麻文化科学考（その 1）」北陸大学紀要 14号 1～15頁、同「大
麻文化科学考（その 2）」同誌 15号 1～20頁は、紵と麻を分けて読むべきであるとした
上で、麻はアサ（Cannabis sativa）に該当するとの見解を示している。また、小林真生
子・百原新・沖津進「千葉県沖ノ島遺跡から出土した縄文時代早期のアサ果実」植生史
研究 16巻 1号 11～18頁、工藤雄一郎・小林真生子・百原新「千葉県沖ノ島遺跡から出















印度學佛教學研究 59巻 1号 481～477頁、同「『摩訶止観』病患境に見る五行」同誌 60
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またはモウソウチク（Phyllostachys heterocycla forma pubescens）とその亜種・変種
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(70)貞観 10年（西暦 636年）に唐の姚思廉が完成させた。全 50巻。








































































































































わけワシントン条約（Convention on International Trade in Endangered Species of




に関する鳥取大学の特許出願」ラン・ネットワーク JAPAN 9号 28～39頁でも触れた。
(81) Armin Duff, Nathan F. Lepora, Anna Mura, Tony J. Prescott, Paul F.H.J. Verschure
(eds.), Biometric and Biohybrid Systems, Springer, 2014が参考になる。
(82)ロボット（ドローン）の法的問題点については、夏井高人「サイバー犯罪の研究（四）―
電子計算機詐欺に関する比較法的検討―」法律論叢 86巻 1号 61～110頁、同「サイバー
犯罪の研究（五）―サイバーテロ及びサイバー戦に関する比較法的検討―」法律論叢 86
















1）」、「ランと法律（その 2）」同誌 422号 8～23頁、「ランと法律（その 3）」同誌 423号
12～23頁、「ランと法律（その 4）」同誌 425号 4～9頁、「セッコクのプライマリー交配
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実例としては、「The mark consists of a cherry scent（チェリーの香りからなる商標）」















































郎「イギリス封建制の法的性格―英国不動産法研究序説」法政研究 18巻 4号 60～90頁、
同「イギリス封建制の法的性格（二）―英国不動産法研究序説」同 19巻 1号 20～46頁、























































(104) 本論文は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成 23年～平成 27年
度）による研究成果の一部である。
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